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第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
」
を
「
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
十
五
年
」
を
「
二
十
年
」
に

改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
長
期
三
年
以
上
の
」を
削
り
、

「
そ
の
」
を
「
処
断
す
べ
き
」
に
、「
長
期
と
短
期
を
定
め

て
」
を
「
長
期
を
定
め
る
と
と
も
に
、
長
期
の
二
分
の
一

（
長
期
が
十
年
を
下
回
る
と
き
は
、
長
期
か
ら
五
年
を
減

じ
た
期
間
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
下
回
ら
な
い
範
囲

内
に
お
い
て
短
期
を
定
め
て
、」に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削

り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
長
期
は
十
五
年
、
短
期
は
十

年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
五
十
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
短
期
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
少
年
の
改
善
更
生
の
可
能
性
そ
の
他
の
事
情
を

考
慮
し
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
処
断
す
べ
き
刑
の

短
期
の
二
分
の
一
を
下
回
ら
ず
、
か
つ
、
長
期
の
二
分

の
一
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
れ
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
刑
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
三
年
」
を
「
、
そ
の

刑
期
の
三
分
の
一
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
及
び
第

二
項
」
を
「
又
は
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
二
項
中
「
及
び
第
二
項
の
規
定
」を「
若

し
く
は
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
」
に
、「
及
び
第

二
項
の
長
期
」
を
「
の
長
期
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条

の
六
第
一
項
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十

二
条
の
三
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
（
一
個
の
行

為
が
二
個
以
上
の
罪
名
に
触
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ

ら
の
罪
名
に
触
れ
る
行
為
、
犯
罪
の
手
段
若
し
く
は
結

果
で
あ
る
行
為
が
他
の
罪
名
に
触
れ
る
場
合
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
罪
名
に
触
れ
る
行
為
又
は
併
合
罪
と
し
て
処

断
す
べ
き
罪
に
当
た
る
行
為
に
こ
の
法
律
の
施
行
前
の

も
の
と
施
行
後
の
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
行
為
を
含
む
。）に
係
る
刑
の
適
用
、
仮
釈
放
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
及
び
仮
釈
放
期
間
の

終
了
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。た
だ
し
、

一
個
の
行
為
が
二
個
以
上
の
罪
名
に
触
れ
る
場
合
に
お

け
る
こ
れ
ら
の
罪
名
に
触
れ
る
行
為
、
犯
罪
の
手
段
若

し
く
は
結
果
で
あ
る
行
為
が
他
の
罪
名
に
触
れ
る
場
合

に
お
け
る
こ
れ
ら
の
罪
名
に
触
れ
る
行
為
又
は
併
合
罪

と
し
て
処
断
す
べ
き
罪
に
当
た
る
行
為
に
こ
の
法
律
の

施
行
前
の
も
の
と
施
行
後
の
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
う
ち
こ
の
法
律
の
施
行
後
の
も

の
で
あ
る
も
の
に
係
る
罪
の
み
に
つ
い
て
こ
の
法
律
に

よ
る
改
正
後
の
少
年
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）第

五
十
一
条
第
二
項
又
は
第
五
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は

同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と

し
た
場
合
に
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
刑
が
、
こ
れ
ら

の
行
為
に
係
る
罪
の
全
て
に
つ
い
て
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
前
の
少
年
法
第
五
十
一
条
第
二
項
又
は
第
五
十
二

条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し

た
場
合
に
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
刑
よ
り
重
い
刑
と

な
る
と
き
は
、
刑
の
適
用
に
つ
い
て
は
そ
の
重
い
刑
を

も
っ
て
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
刑
と
し
、
仮
釈
放
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
新
法
第

五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
、
仮
釈
放
期
間
の

終
了
に
つ
い
て
は
新
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
を

適
用
す
る
。

第
一
章

総
則

（
機
構
の
目
的
）

第
一
条

株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
は
、
海
外
に
お
け
る
交
通
事
業
及
び
都
市
開
発
事
業
に
つ

い
て
、
当
該
市
場
の
継
続
的
な
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
投
資
の
回
収
に
相
当
期
間
を

要
す
る
と
と
も
に
事
業
環
境
の
変
化
に
よ
り
収
益
の
発
生
に
不
確
実
な
要
素
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、

我
が
国
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識
、
技
術
及
び
経
験
を
活
用
し
て
海
外
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
者
等
に
対
し
資

金
の
供
給
、
専
門
家
の
派
遣
そ
の
他
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
事
業
者
の
当
該
市
場
へ
の
参
入
の
促
進

を
図
り
、
も
っ
て
我
が
国
経
済
の
持
続
的
な
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
交
通
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。

一

鉄
道
車
両
、
自
動
車
、
船
舶
又
は
航
空
機
を
使
用
し
て
旅
客
又
は
貨
物
を
運
送
す
る
事
業
及
び
当
該
事
業
を
利

用
し
て
貨
物
の
運
送
を
行
う
事
業

二

鉄
道
施
設
、
道
路
、
港
湾
、
空
港
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
交
通
に
関
す
る
施
設
の
運
営
又
は
維
持

管
理
を
行
う
事
業
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
都
市
開
発
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。

一

都
市
に
お
け
る
土
地
の
合
理
的
か
つ
健
全
な
利
用
及
び
都
市
機
能
の
増
進
に
寄
与
す
る
建
築
物
及
び
そ
の
敷
地

の
整
備
又
は
維
持
管
理
を
行
う
事
業
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の

イ

道
路
、
公
園
、
下
水
道
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
の
整
備
を
伴
う
も
の

で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
事
業
が
行
わ
れ
る
区
域
の
面
積
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
規
模
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
国
際
受
刑
者
移
送
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
際
受
刑
者
移
送
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
す
べ
て
」
を「
全
て
」に
、「
十

五
年
」
を
「
二
十
年
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

有
期
の
共
助
刑
に
つ
い
て
は
、
そ
の
刑
期
の
三

分
の
一

第
二
十
二
条
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
国
際
受
刑
者
移
送
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
国
際
受
刑
者
移
送
法
第

二
条
第
十
一
号
の
受
入
移
送
犯
罪
（
二
以
上
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
ら
の
全
て
）
を
犯
し
た
者
に
係
る
同
条
第
二

号
の
共
助
刑
の
期
間
、
仮
釈
放
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

ま
で
の
期
間
及
び
仮
釈
放
期
間
の
終
了
に
つ
い
て
は
、

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
同
法
第
十
七
条
第
二

項
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
更
生
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

更
生
保
護
法（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
五
号
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
又
は
同

条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
二
十
四
号

株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
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